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 メゾ、ソプラノ 高橋ちはるの博士学位審査、公開演奏会は「シェーンベルク〈四つの歌曲 作品２〉
とその時代－リヒャルト・デーメルの詩による歌曲を中心として－」のタイトルのもと、リヒャル
ト・シュトラウス、アルマ・マーラー、アレクサンダー・ツェムリンスキー、アルバン・ベルク、アル
ノルト・シェーンベルクの歌曲作品21曲が奏楽堂に於いて演奏された。 
 意欲的プログラムであり、全曲にわたって安定した響きをもつ中音域・低音域は高く評価される。一
方高音域での技術面が改善するならば表現の可能性は格段に広がったに相違ない。論文「ピアノ伴奏付
き歌曲における相対音程に基づく歌唱表現の可能性」から、その研究を演奏に活かす試みがなされたの
であろうが、実際には演奏の自由さを奪ってしまった感があるのは残念である。さらにテクストの読み
込み、歌とピアノの音楽の掘り下げが十全ではなく、感性の大切さと共に、歌うことの本来的意義が求
められた。 
 しかし、いくつかの課題を残したものの、今回の演奏を通し、演奏家として大きく開花する確信は得
られ、本審査の判定は全員一致で“合格”と認めた。 
 
